１．制度の概要・趣旨
短期入所生活介護を要介護認定の有効期間の半数を超えて計画に位置付ける場合は、見附市に届出が必要です。

・短期入所生活介護は、利用者の心身の機能の維持並びに利用者の身体的及び精神的負担の軽減を図るためのサービスです。
・利用者の自立した日常生活の維持のために利用されるものであり、長期利用を想定したものではないため、利用する日数が要介護認定の有効期間の概ね半数を超えないようにしなければなりません。
・しかし、利用者の心身の状況を勘案して、在宅生活の維持のために特に必要と認められる場合は、認定有効期間の半数以上を上回る日数の短期入所生活介護を利用する事が可能です。(指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準　第13条　二十一)

２．対象となるケース
・短期入所サービスの累積利用日数が、要介護認定の半数を上回る場合
例）認定有効期間が12カ月（365日）：365日×1/2＝182.5→183日目に利用する月以降
※支給限度額（連続利用31日目以降）及び支給限度基準額を超えて利用者が全額自己負担した短期入所サービスの日数についてはカウントしません。

３．届出期間
認定の有効期間内に短期入所サービスの累積利用日数が、半数を超える見込みになった時、半数を超える前月までに提出してください。
[bookmark: _GoBack]※事後の届出は認められません。

４．届出書類
①要介護認定有効期間の半数以上を短期入所する場合の申出書
②ケアプラン
③該当する月と翌月の利用票・利用票別表
